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落合学童保育の様子

「
高
梁
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」 

○
議
案
に
賛
成

　

今
回
の
改
正
に
つ
い
て
総
務
文
教
委
員

会
で
「
全
て
の
職
員
の
給
与
が
上
が
る
の

か
」
と
の
質
問
に
対
し
「
全
て
の
職
員
に

影
響
が
あ
る
」
と
い
う
説
明
を
受
け
た
が
、

時
給
１
０
０
０
円
の
人
は
引
上
げ
さ
れ
て

い
な
い
。
不
安
定
で
低
賃
金
の
職
員
こ
そ

賃
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
合
併
時
の

各
自
治
体
の
賃
金
格
差
も
い
ま
だ
あ
る
。

今
後
の
解
決
に
努
力
を
求
め
る
。

○
全
て
の
議
案
に
対
し
て
賛
成

　

全
て
の
議
案
に
対
し
て
賛
成
の
立
場
で

あ
る
が
、
人
員
の
問
題
で
は
市
と
し
て
は

職
員
を
減
ら
す
ば
か
り
せ
ず
優
秀
な
人
材

を
も
う
少
し
採
用
し
て
も
よ
い
。

○
全
て
の
議
案
に
対
し
て
賛
成

　

最
近
の
高
梁
市
の
職
員
の
対
応
に
問
題

を
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
対
応
さ
れ
た

職
員
個
々
の
問
題
で
は
な
く
、
高
梁
市
の

12
月
定
例
会
開
催
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高梁市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
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◎ 他の議案は全会一致で承認、可決しました。

○
議
案
に
賛
成　

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
デ
フ
レ
脱
却
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
高
梁
市
で
は
経
済
・

消
費
拡
大
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
栄

町
の
商
店
街
で
は
、
一
時
期
は
80
人
の
会

員
が
現
在
約
20
名
に
減
員
し
て
い
る
。
こ

の
条
例
を
も
と
に
市
内
の
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療

費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
請
願
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

○
請
願
に
賛
成

　

全
国
に
は
Ｂ
型
、
Ｃ
型
合
わ
せ
て
患
者
は

44
万
人
以
上
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ

解
決
で
き
な
い
問
題
も
あ
り
、
医
療
費
助

成
制
度
の
創
設
な
ど
実
態
に
応
じ
た
障
害

者
認
定
制
度
の
運
用
を
求
め
採
択
す
べ
き
。

「
年
金
削
減
の
取
り
や
め
と
最
低
保
障
年

金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
査
）

○
請
願
に
賛
成

　

年
金
受
給
者
の
多
く
は
低
年
金
で
消
費

税
の
引
上
げ
や
物
価
上
昇
な
ど
で
毎
日
の

暮
ら
し
は
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。
年
金

削
減
の
取
り
や
め
と
、
最
低
保
障
の
た
め

の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
て
継
続
審

査
に
賛
成
す
る
。

「
新
し
い
高
梁
中
央
図
書
館
の
機
能
の
充

実
・
発
展
と
市
が
直
接
管
理
運
営
す
る
こ

と
を
求
め
る
陳
情
」（
不
採
択
）

○
陳
情
に
反
対

　

執
行
部
や
教
育
委
員
会
は
基
本
構
想
・

基
本
計
画
に
沿
っ
て
進
め
る
こ
と
を
表
明

し
、
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
陳
情
は
全
会

一
致
で
否
決
さ
れ
た
。
ま
た
民
間
委
託
が

営
利
優
先
で
自
治
体
直
営
だ
か
ら
良
い
と

い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
民
間
委
託

で
も
自
治
体
や
教
育
委
員
会
が
運
営
に
参

画
し
、
職
員
教
育
の
充
実
や
市
民
活
動
も

取
り
入
れ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
公
立
図
書

館
は
公
共
性
や
継
続
性
が
求
め
ら
れ
、
建

設
、
運
営
に
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
。

十
分
な
説
明
と
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

○
陳
情
に
賛
成

　

新
し
い
図
書
館
に
つ
い
て
は
多
く
の
異

論
が
あ
り
、
署
名
も
約
１
３
０
０
筆
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
指
定
管
理
先
の
Ｃ

Ｃ
Ｃ
の
提
案
は
、
基
本
計
画
に
示
さ
れ
て

い
る
図
書
館
の
機
能
が
満
た
さ
れ
て
お
ら

ず
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
直
営
で

も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
指
定
管
理
料
が

１
億
５
０
０
０
万
円
と
高
額
で
あ
り
、
直

営
な
ら
無
用
の
消
費
税
１
２
０
０
万
円
が

上
乗
せ
さ
れ
る
。
こ
の
理
由
か
ら
採
択
を

　

平
成
26
年
第
９
回
高
梁
市
議
会
（
定
例
）
は
、
12
月
３
日
か
ら
19
日
ま

で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
議
員
13
名
が
34
項
目
に
わ
た
っ
て
市
政
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

議
決
結
果

　

市
長
提
出
の
議
案
30
件
の
全
て
を
承
認
、
可
決
し
、
市
民
団
体
な
ど
か

ら
の
３
件
の
請
願
に
つ
い
て
は
２
件
を
採
択
し
、
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
１
件
の
陳
情
に
つ
い
て
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
発
議
の
議
案
２
件
全
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

構
造
的
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
行
革
で

市
職
員
の
う
ち
３
割
が
非
正
規
雇
用
に
な

り
、
こ
の
こ
と
が
地
域
や
市
民
要
望
を
行

政
と
し
て
つ
か
み
切
れ
な
く
な
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
市
民
に
寄
り
添
う
努
力
が
必

要
で
、
地
域
局
や
市
民
セ
ン
タ
ー
の
機
能

充
実
と
職
員
の
増
員
が
必
要
だ
。

「
高
梁
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
」「
高
梁
市
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
」

○
議
案
に
反
対

　

国
が
少
子
化
と
待
機
児
童
の
解
消
と
し

て
教
育
と
保
育
と
い
う
成
り
立
ち
の
違
う

も
の
を
無
理
や
り
一
緒
に
し
た
。
子
ど
も

の
教
育
・
保
育
を
受
け
る
権
利
や
子
育
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
問
題
が
起
き
る
。
ま
た
利

用
料
な
ど
保
護
者
負
担
が
ふ
え
る
問
題
も

あ
り
反
対
す
る
。

○
議
案
に
賛
成

　

就
学
前
児
童
に
ひ
と
し
く
教
育
を
施
し
、

ま
た
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
市
民
間
の

負
担
を
公
平
に
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
り

賛
成
す
る
。

「
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）」 

○
議
案
に
反
対

　
「
賞
賜
金
」
の
扱
い
に
問
題
が
あ
る
。
県

か
ら
頑
張
る
学
校
応
援
事
業
と
い
う
制

度
に
基
づ
き
、
高
梁
市
で
は
２
校
の
表
彰

が
あ
り
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
該
当
校
に
賞
賜
金
を
出
す
こ
と
は
、

子
供
に
お
金
を
目
的
に
競
わ
せ
る
こ
と
に

な
り
、
児
童
教
育
に
そ
ぐ
わ
ず
反
対
す
る
。

討
論
で
は

求
め
る
。

○
陳
情
に
賛
成

　

図
書
館
と
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、
執

行
部
の
計
画
に
も
不
明
確
な
点
が
多
々
見

受
け
ら
れ
、
多
く
の
意
見
も
交
わ
さ
れ
て

い
る
。
委
員
会
で
は
「
継
続
審
査
を
求
め

る
動
議
」
が
可
否
同
数
で
委
員
長
裁
決
と

な
り
、
本
会
議
で
は
「
委
員
会
へ
の
差
し

戻
し
の
動
議
が
提
出
さ
れ
る
」
な
ど
、
賛

成
・
反
対
と
い
う
二
元
論
で
な
く
、
将
来

を
見
据
え
た
議
論
や
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

現
在
の
状
況
を
い
ま
一
度
整
理
し
、
議
論

を
深
め
る
た
め
採
択
を
求
め
る
。

　

請
願
・
陳
情

　
　

次
の
請
願
を
採
択
し
、
関
係
機
関

　

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

○
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る

　
　

医
療
費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
請

　
　

願
書

　

○
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数

　
　

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

　
　

度
2
分
の
1
復
元
を
は
か
る
た
め　

　
　

の
、
２
０
１
５
年
政
府
予
算
に
係

　
　

る
意
見
書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て


